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能登森林組合の管内概要

多
能登町

穴水町

能 登

加 賀

珠洲市輪島市

人工林資源が豊富な奥能登二市二町が管内
（各市町に支所（穴水町は本所兼用）） ha 割合 ha 割合

輪 島 市 42,632 10.2% 19,691 19.8%

珠 洲 市 24,720 5.9% 7,096 7.1%

穴 水 町 18,321 4.4% 7,243 7.3%

能 登 町 27,327 6.5% 8,426 8.5%

二市二町計 113,000 27.0% 42,456 42.6%

418,620 100.0% 99,689 100.0%

奥

能

登

石川県

民有人工林面積総面積

石 川 県

（令和４年度石川県森林・林業要覧）

本所（震災前 兼穴水支所・穴水町） 木材加工所（震災前 輪島市門前）

職 員 技能職員

27名 52名

男性 17 49

女性 10 3
（令和６年12月現在）

①県木アテ（能登ヒバ）の主産地

②A～D材及び椎茸ホダ木まで県内外の
需要に対応できる原木生産を展開

③Ｒ５から県「石川県健康の森」（輪島市
三井町）の指定管理者

金沢市
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能登地域における近年の自然災害

事 象 名　称 震源
マグニ

チュード

最大

震度

最大１

時間雨量

最大24

時間雨量

令和4年6月19日 地 震
能登地方

深さ 13㎞
5.4

6弱

（珠洲市）

令和4年12月20日 大 雪

令和5年5月5日 地 震 令和5年奥能登地震
能登地方

深さ 14㎞
5.9

6強

（珠洲市）

令和5年12月22日 大 雪

令和6年1月1日 地 震 令和６年能登半島地震
能登地方

深さ ごく浅い
7.6

７

（志賀町・

輪島市）

令和6年9月21日 大 雨 令和６年奥能登豪雨
120.5mm

(輪島)

412.0mm

(輪島)

（倒木により電線切断や集落孤立）

（倒木により電線切断や作業路崩壊）

いずれも
観測史上最大→

R５.12月の倒木被害状況
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出典：石川県HP
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能登森林組合（本所）の被災状況（ 地 震 ）

瓦の落下、窓ガラスの破損

駐車場に生じた段差・亀裂

壁が剥がれ落ちた廊下

書類や備品が散乱した執務室
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能登森林組合（出先等）の被災状況（ 地 震（ 津 波 ） ）

津波で使用不可能になった人員輸送車（珠洲市宝立町）
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製材所の被災状況（ 地 震 ）

倒壊した製材工場（1月・七尾市） 火災に遭った製材工場（１月・七尾市）

製材機の破損（３月・輪島市） 製材品の散乱（３月・輪島市） 7



特用林産関係の被災状況（ 地 震 ）

崩れた製炭窯
（上：珠洲市（1月） 下:能登町（７月））

棚が崩れ散乱する菌床（1月・能登町）
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地震発生以降の能登森林組合関係の主な時系列

１．令和６（2024）年１月１日16：10頃 地震発生

２．１月９日、石川県森林組合連合会（県森連。金沢市）に当面の連絡先として
臨時連絡所を開設（組合長・事業部長・総務部長ほか３名常駐）
⇒職員全員の所在と無事を確認

３． １月15日、林ベニヤ産業株式会社（七尾市・県下最大の原木需要者）が
工場稼働を再開。原木受け入れを開始

４．１月25日、県森連内の「臨時連絡所」にインターネットサーバーを設置。
⇒各支所間のネットワークを構築し本格的に業務を再開
⇒発災直後から道路啓開作業を続けていた技能職員25名が避難所から出勤

５．１月26日、林ベニヤ七尾工場へ初荷を出荷（スギ４ｍ・220本・28.6m3）

天皇・皇后両陛下の被災地御訪問
３月22日輪島市・珠洲市、４月12日穴水町・能登町

６．８月末、臨時連絡所閉所
⇒能登から加賀方面に避難していた組合職員も徐々に勤務復帰
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令和６年奥能登豪雨（９月２１日～）

積上げた丸太が敷地に氾濫 浸水した製材所（地震との二重災害）

巨岩・土砂・流木が渓流内に堆積地震で発生した
山腹崩壊が
豪雨で拡大 （ 全て輪島市 ）

１ｍの浸水
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能登森林組合（出先等）の被災状況（ 豪 雨 ）

土砂に埋もれた組合所有の高性能林業機械（輪島市町野町麦生野（むぎゅうの））

豪雨により使用不可能となった下刈機（左）・チェンソー（右） 11



なりわい再開に向けた動き①
○ 能登木材総合センターが震災後２月15日に初競り・再開

能登木材総合センター １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 年間計

令和６年 - 445 1,025 1,251 1,387 1,058 872 598 1,096 881 1,160 849 10,622

令和５年 774 1,795 1,744 1,386 1,402 1,294 1,340 1,509 1,490 1,537 1,308 1,251 16,830

（対前年同月比） 0% 25% 59% 90% 99% 82% 65% 40% 74% 57% 89% 68% 63%
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令和５年

令和６年

○ 能登森林組合の原木生産量は前年比４割
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4,904
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能登森林組合の原木生産量（累計・ｍ３）
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能登森林組合 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 年間計

令和６年 - 133 605 375 750 1,455 1,752 1,287 511 1,115 1,430 1,396 10,810

令和５年 1,085 1,642 2,177 1,409 2,293 2,775 3,432 1,881 2,217 2,151 2,400 2,378 25,841

（対前年同月比） 0% 8% 28% 27% 33% 52% 51% 68% 23% 52% 60% 59% 42%

【石川県庁補足】⇒県全体では対前年８割程度で推移。

能登の生産減少を見越し、県全体の生産量維持を目指して他管内

で増産。中能登管内、県央管内（金沢ほか）は対前年超で推移
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なりわい再開に向けた動き②

製材工場の稼働再開（輪島市）

○ 奥能登の林業が滞る中、(1)道路啓開等に必要な支障木伐採要請への対応、

（２）中能登における丸太生産（被災林業者支援・林野庁補助金）により、当面の雇用を維持

８
月

9
月

10
月

11
月

12
月

１
月

２
月
見込

３
月
見込

合計

人日 11 14 14 14 1３ 1３ 1５ 1３ 10７

＜能登森林組合から中能登地域への派遣実績＞

〇被災した管内の木材加工流通施設・特用林産施設（きのこ・炭窯）は、

石川県庁で把握している事業体ベースで、約７割（２５/37）が経営を再開（一部再開含む）
【石川県庁補足】⇒県全体では約８割(48/61)が経営再開(令和７年１月末現在)

おがくず貯蔵庫の建替（輪島市） 令和６年7月
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なりわい再開に向けた動き③
〇森林組合本所は８月におおむね復旧完了（内外装…７月末復旧、浄化槽…８月19日）

〇令和７年度は、能登地域における
新規就業者(林業担い手)の確保に向け、
石川県庁と連携し、能登の高校における
出前講座の積極開催

チェンソー実演 森の現場体験

〇輪島支所では、リースで高性能林業機械（ハーベスタ、
フェラーバンチャ、フォワーダ）を導入予定（その後は能登

  支所でも３台導入検討中）

〇多方面からのお心遣い（救援物資）の有効活用
例．チェーンソー・オイルの寄附（令和６年10月３日）

（16台・752㍑。農林業機械メーカー「やまびこ」より）

（ 再 掲 ） 復旧完了

14

寄贈式（やまびこ北陸支店長）



復興とアテ（能登ヒバ）
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なりわい再開に向けた動き④



2023年、能登のアテ林業が林業遺産に認定
（対象：アテ林業地の林業景観、苗木生産・複層林施
業の技術体系、林業記念地としての元祖アテ）
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なりわい再開に向けた動き④ ～震災前からも注目されるアテ林業～

• 日本森林学会が認定国内（5１か所）
(林業遺産選定事業は林野庁後援)

• 林業発展の歴史を示す土地、施設、
資料等が対象



未来へつなげる林業遺産～「県木アテ 100 年の森づくり」モデル事業

（公益信託 農林中金森林再生基金（森力（もりぢから）基金） ）
事業主体：能登森林組合

事業費：57,729 千円（うち、森力基金助成：30,000 千円）

対象地：輪島市三井町小泉～漆原

樹種等：スギ、アテ人工林 （6～20齢級 )  17.99ha

期間：令和６年４月～令和７年３月

内容：アテ人工林とその周辺林を団地化してゾーニングし、各々の森林の状況に

応じた整備（間伐・更新伐・植栽）を行い、森林の公益的機能の発揮を図る。

      林業遺産「能登のアテ林業」の普及・啓発とアテ文化継承・発信のための

モデル林を整備し、能登の林業活性化と持続可能な森林経営を目指す。

なりわい再開に向けた動き④ ～震災後に始動した森林整備事業～

17伐採搬出中



石川県産木材の調達支援ワンストップ窓口（７/８～）

【 参 考 】なりわい再開に向けた動き（石川県庁）

石川県木材産業強化協議会（７/９,８/22）
能登地域をはじめとした木材産業関係
者間の情報共有・意見交換の場を設置
(豪雨後の再開に向けて準備中)

石川県産材の活用
促進のため、石川
県産材調達の相談
（規格・在庫・納
期等）に対して
WEB窓口開設
(利用・拡散歓迎)

18



【 参 考 】なりわい再開に向けた動き（石川県庁）
「いしかわ型復興住宅」モデルプラン集の中間報告

石川県は、被災された方々が再建意欲を高めるための住宅の具体的なイメージを
持つことを目的とし、様々なライフスタイルに応じた「いしかわ型復興住宅」の
モデルプラン集をとりまとめ中（土木部）

地震に強く、地域産材等を活用したコンパクトでコスト低減に配慮した住宅として
『地域とつながる新たな能登暮らし』をテーマに、以下の5つの要件

出典：石川県HP

〇県内の住宅メーカー等が住宅プランを作成。計23グループ44プランの提案
〇年度末までに、各プランの紹介に加え、住宅再建に係る各種支援制度や融資制度の
ほか、住宅の耐震改修の事例などを交えて最終的に取りまとめ予定

要件③地域特性の一つに
「県産材の積極的な活用」を位置づけ
いしかわ県産材の需要喚起を期待

⇒次ぺージに県産材に着目したプラン一例
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能登の木に着目した特徴

出典：石川県HP
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県産材に着目した提案

出典：石川県HP
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能登森林組合長から見た、能登における林業再生の４つの課題

１．路網（林道）の整備
（１）管内ほぼ全ての林道被害
（２）林業再開には、丸太搬出用の

大型重機やトラックが通れる道
が必須

２．治山事業の推進
（１）山に入り安全に作業が

出来てこその丸太の生産再開
（２）土砂流出を防止・軽減し、地域住

民の安全・安心を確保するとともに
水源涵養機能の回復に寄与

３．人材の確保

（１）伐期を迎えた森林が多く「伐っ
て、使って、植えて、育てる」森林
資源の循環利用に向けて、労働力
不足が震災以前からの最大の課題
→震災後、職員４名と技能職員11名
が離職

→能登地域からの人口流出防止には
林業に限らず、安心して長く活躍
できる社会の仕組と生涯設計がで
きる足腰の強い企業が必要

４．アテ（能登ヒバ）・スギ・広葉樹
等の豊富な森林資源の活用

（１）アテ（能登ヒバ）
→以前から引合い多
→震災後は県内外から
特徴ある樹種として注目度向上

→住宅部材としての県内・富山
県の製材所、さらに大手家具
メーカー、芳香剤メーカー
など、異業種の問い合わせ多

（２）路網復旧に時間を要する、
人材不足などにより需要に十分
対応できていない現状 22



能登森林組合の今後の展望

１．「明けない夜はない」と「変わらない光景」
２．能登支所・穴水支所…被害の少ない半島富山湾側から皆伐・間伐の早期再開
３．輪島支所・珠洲支所…現在も道路啓開従事。被害無の山から伐採再開（輪島支所）
４．森林施業プランナー＊・森林経営プランナー＊資格を有する職員が、

森林所有者へ施業を提案中。「幹線道路沿い」「トラックや重機が入れる」
など伐採候補の森林を探すとともに、施業意向を確認し新たな作業地確保。

５．能登ヒバの需要に応えるため、森力基金（農林中金事業）を活用し森林整備を実施

【 これから 】
⇒住宅再建、公営住宅の新築・リフォーム、非住宅施設の建築需要
⇒地元の木が活用されるよう、行政・設計者・製材所・プレカット工場・工務店
などとの協力体制づくり（能登の復興は能登の人材・資源で）

＊森林施業プランナー：森林所有者に対して間伐等の施業提案を行う専門家。
施業予定地に関する情報収集、森林所有者への施業実施趣旨説明、現地調査と施業
内容の検討、境界確認、森林経営計画案や施業提案書の作成、森林所有者との契約、
森林経営計画等の事務手続、施業提案書に基づく施業内容の現場作業班への指示、
森林所有者への精算までの幅広い業務を担い、森林整備の推進と共に木材の安定供
給に貢献

＊森林経営プランナー：森林資源が成熟し本格利用期を迎える中、伐採後の再造林など森林の持
続的利用や木材の有利販売等の展開（循環型林業経営）を企画・実践
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ご清聴ありがとうございました
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【 参 考 】 石川県創造的復興プラン
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